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２０１１年（平成２３年）３月発行  第３４号 

予算特別委員会で質問

（１日） 

３月１日に開かれた立川市議会予算特別委員会で、私は、国立音大そばの西武線踏切

交差点の安全対策を取り上げ、長年の懸案となっている信号機設置について、市の取り

組みをただしました。 

これに対し、市道路課長が「関係部署と調整を続けてきたが、一定の合意が整い、今

年度中に信号機設置の目途が立った。早期に実現したい」と明言しました。 

早ければ年内、遅くとも来年３月末には踏切交差点に地域住民の皆さん待望の信号機

が、ついに設置されることになりました！ 

私は、初当選した平成 18 年の市議会で信号機の設置を主

張。以来、市議会で機会あるごとに早期実現を求めてきまし

た。また、立川警察署にも要請を重ねてきました。 

 

平成 21 年には、公明党の都議会議員とともに、警視庁に

信号機設置を強く要請。昨年も、公明都議に現地を視察させ

て、危険な実情を訴え、東京都に申し入れをさせました。 

 

公明党は長年にわたって、国立音大そば踏切交差点につい

て、巻き込み防止ポールの設置、道路舗装や道路表示の改善、

通学時間帯の一方通行化など、信号機が実現するまでの間の

安全対策を推進してきました。今後も引き続き、全力で取り

組んでまいります。 


